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小口太郎の思い後世に
「琵琶湖周航め歌」歌う催し9月15日

小口太郎没後100年の節目に合わせ「琵琶湖周航の歌」

などをみんなで歌うイベントを企画した藤田さん

藤田さん（苦）企画「感謝を込めて」

小
口
太
郎
の
思
い
を
後
世
に
つ
な
ご
う
1
。
諏
訪
市
上
諏
訪
の
藤
田

ま
す
さ
ん
が
9
月
1
5
日
、
岡
谷
市
湊
出
身
の
小
口
太
郎
（
1
8
9
7
～

1
9
2
4
年
）
が
作
詞
し
た
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
を
歌
う
イ
ベ
ン
ト

を
岡
谷
市
の
諏
訪
湖
畔
に
建
つ
顕
彰
碑
前
で
開
く
。
太
郎
の
没
後
1
0

0
年
の
節
目
に
合
わ
せ
て
計
画
し
た
。
自
ら
が
作
詞
し
た
「
諏
訪
湖
の

諦
」
も
琵
琶
湖
周
航
の
歌
の
曲
に
乗
せ
て
合
唱
す
る
。
「
み
ん
な
で
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
」
と
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。
（
小
尾
口
有
二
）

藤
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
子
育
て
や
家
族

の
介
護
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
「
第
三
の

人
生
」
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
湖
畔
を
歩
い
て
健
康
づ
く
り

を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
で
湖
の
話
を
し

て
親
し
く
な
っ
た
り
と
、
諏
訪
湖
は
「
人

生
で
切
り
離
せ
な
い
存
在
」
。
そ
ん
な
湖
を

中
心
テ
ト
マ
に
据
え
て
作
っ
た
の
が
「
諏

訪
湖
の
詩
」
だ
。

詩
は
2
0
2
1
一
年
か
ら
2
年
ほ
ど
か
け

て
作
り
、
1
番
か
ら
6
0
番
ま
で
あ
る
。
「
赤

岳
の
峰
に
、
我
の
人
生
　
縄
文
の
里
と
、

木
落
し
と
　
流
れ
流
れ
て
、
諏
訪
の
湖

皆
で
集
う
広
場
は
、
キ
ラ
メ
キ
が
」
。
ふ
と

思
い
浮
か
ん
だ
つ
ぶ
や
き
を
つ
づ
っ
て
き

た。
当
日
は
午
前
日
時
3
0
分
す
ぎ
か
ら
顕
彰

碑
前
で
行
う
予
定
。
お
か
や
音
楽
協
会
が

同
日
に
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
で
開
く
「
歌
い
つ

ご
う
！
日
本
の
う
た
」
の
終
了
後
の
時
間

に
合
わ
せ
て
行
い
、
同
協
会
メ
ン
バ
ー
に

も
参
加
を
呼
び
掛
け
る
と
い
う
。
諏
訪
湖

の
詩
は
一
部
を
歌
う
計
画
だ
。

藤
田
さ
ん
は
「
歌
は
人
の
心
を
ほ
ど
く

力
が
あ
る
と
感
じ
る
。
（
小
口
太
郎
に
）

感
謝
を
込
め
て
歌
い
た
い
」
と
話
し
て
い

る。
飲
み
物
持
参
で
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
藤
田
さ
ん
（
電
話

0
9
0
・
8
6
4
6
・
3
5
8
4
）
へ
。


